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しゃぎりを奉納する仁生田地区の皆さん

活発に意見が交わされたパネルディスカッション

　
地
域
社
会
の
中
で
療
養
所
と

し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
地
域
全

体
で
考
え
よ
う
と
、
邑
久
町
公

民
館
で
４
月
26
日
、「
地
域
社
会

と
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
13
ヵ
所
あ
る
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
の
う
ち
、
２
ヵ
所
あ

る
の
は
本
市
だ
け
で
、
施
設
入

所
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
療

養
所
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
南
智
岡

山
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
対
策
協
議

会
長
の
基
調
報
告
「
人
権
問
題
の

現
状
と
課
題
」
が
行
わ
れ
た
後
、

立
岡
脩
二
市
長
な
ど
５
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
を
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
、
か
つ
て
中
世

福
岡
の
市
開
催
場
所
で
あ
っ

た
長
船
町
福
岡
市
場
小
路
一

帯
で
、
備
前
福
岡
の
大
市
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
月
第
４
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
備
前
福
岡
の
市
で

す
が
、
こ
の
日
は
大
市
と
あ

っ
て
20
テ
ン
ト
が
大
集
合
。

地
元
の
特
産
品
が
立
ち
並
び
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
牛
窓
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ

ー
、
邑
久
ベ
ジ
タ
ブ
ル
バ
ー

ガ
ー
、
長
船
鴨
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
の
瀬
戸
内
バ
ー
ガ
ー
３

兄
弟
も
出
店
。
備
前
福
岡
の

大
市
の
新
し
い
特
産
品
と
し

て
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

地
域
全
体
で
考
え
よ
う

　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
元
の
特
産
品
が
大
集
合
！

　
　
　
備
前
福
岡
の
大
市

　
４
月
29
日
、
大
賀
島
寺
（
邑

久
町
豊
原
）
で
権
現
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
豊
安
・
邑
久
郷
・
仁
生
田
・

円
張
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日

ご
ろ
か
ら
懸
命
に
練
習
し
て

き
た
し
ゃ
ぎ
り
を
奉
納
。
も

ち
つ
き
大
会
も
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
を
乗
せ
た
だ
ん
じ
り
や
大

人
み
こ
し
、
子
ど
も
み
こ
し

が
境
内
を
勇
壮
に
練
り
歩
き
、

大
勢
の
皆
さ
ん
が
祭
り
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

祭
り
を
満
喫

   

　
大
賀
島
権
現
祭

福岡市場小路一帯にはテントが立ち並び、大勢の人でにぎわ
いました
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厳
か
に
大
行
列

　
弘
法
寺
の
踟
供
養

見物人に見守られながら、大行列が東壽院から遍明院へと練り歩きました

　
５
月
８
日
、
牛
窓
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
牛
窓
町
牛
窓
）
１
期
工

事
が
完
成
し
、
同
所
で
関
係
者

を
迎
え
、
通
水
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
立
岡
脩
二
市
長
が
「
地
域
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、

関
係
者
な
ど
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
牛
窓
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
15
年
に
事
業
認
可
さ
れ
、

本
年
３
月
に
完
成
。

　
処
理
場
建
設
費
は
、
13
億
４

千
万
円
。
最
終
的
に
は
６
、
６

０
０
人
（
２
、
０
０
０
戸
）
の

処
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
牛
窓
と
長
浜
の
一

部
地
域
で
、
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

文
化
的
な
生
活
の
向
上
を
目
指
す

　
　
　
牛
窓
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
記
念
式
典

お祝い状を受け取る益田さん（左）

通水を記念し、関係者によりテープカットが行われました

　
４
月
13
日
に
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
益
田
ヤ
ス

ノ
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）
に

15
日
、
県
と
市
か
ら
お
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
立
岡
脩
二
市
長
や
大
手
悟

郎
備
前
県
民
局
健
康
福
祉
部

長
ら
が
、
入
所
中
の
あ
じ
さ

い
の
お
か
牛
窓（
牛
窓
町
長
浜
）

を
訪
問
。
益
田
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
に
祝
っ
て
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
」
と
喜

び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
レ
ス
な
ど
の
格
闘
技

が
好
き
な
益
田
さ
ん
は
、
健

康
の
た
め
バ
ラ
ン
ス
良
い
食

事
を
心
掛
け
、
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
ま
す
。
益
田

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
　
益
田
ヤ
ス
ノ
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
に

　
千
手
山
弘
法
寺
（
牛
窓
町
千

手
）
で
５
月
５
日
、
県
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
踟
供
養

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
弘
法
寺
の
踟
供
養
は
、
奈
良

時
代
の
「
中
将
姫
伝
説
」
の

物
語
を
、
行
道
面
を
付
け
た
観

音
行
列
で
演
劇
化
し
た
祭
り
で
、

日
本
三
大
踟
供
養

の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ド
ラ
と
ホ
ラ
ガ

イ
が
鳴
る
中
、
蓮

台
に
乗
る
「
中
将

姫
」、
六
観
音
、
地

蔵
、
天
童
、
僧
侶
、

稚
児
な
ど
の
大
行

列
が
、
ゆ
っ
く
り

と
東
壽
院
か
ら
遍

明
院
へ
と
練
り
歩

き
ま
し
た
。
大
勢

の
見
物
人
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
行

列
は
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
ぼ
う
じ

ね
り

せ
ん  

ず  

さ
ん

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

と
う
じ
ゅ

へ
ん

み
ょ
う


